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は
、
厚
生
労
働
省
の
毎
月
勤

労
統
計
に
よ
る
と
、
35
万
１

３
３
５
円
（
２
０
０
１
年
）

→
31
万
８
４
０
５
円
（
２
０

２
０
年
）
に
激
減
（
全
国
５

位
→
29
位
）
し
て
い
ま
す
。

山
田
知
事
・
西
脇
知
事
の
20

年
間
で
す
▼
そ
ん
な
中
で
京

都
府
知
事
選
挙
に
敢
然
と
立

候
補
表
明
し
た
の
が
梶
川
憲

さ
ん
で
す
。
府
民
の
困
難
や

要
求
運
動
の
あ
る
所
に
「
梶

川
さ
ん
あ
り
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
常
に
府
民
に
寄
り

添
い
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
６
月
の
京
都
府
議
会
で

は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受

け
る
中
小
企
業
、
個
人
事
業

主
、
働
く
ひ
と
た
ち
へ
の
経

済
対
策
・
緊
急
支
援
対
策
を

求
め
る
意
見
書
」
を
全
会
一

致
で
の
採
択
に
導
き
ま
し
た

▼
意
見
書
の
内
容
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
大
打
撃
を
う
け
た
府

民
・
事
業
者
の
経
済
活
動
を

維
持
・
再
開
す
る
た
め
に
、

最
低
賃
金
の
改
善
と
一
体

に
、
中
小
企
業
、
個
人
事
業

主
に
対
す
る
直
接
的
な
負
担

軽
減
を
求
め
る
も
の
で
す
▼

梶
川
府
政
の
実
現
で
、
財
政

破
綻
を
導
く
大
型
開
発
推
進

で
は
な
く
、
労
働
者
の
フ
ト

コ
ロ
を
温
め
る
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
の
経
済
対
策
を
実
現
し
ま

し
ょ
う
。

�

（
Ｈ
Ｋ
）

先
進
国
の

中
で
日
本
の

労
働
者
の
実

質
賃
金
だ
け

が
20
年
前
よ

り
下
が
っ
て

い
ま
す
。
と

り
わ
け
京
都

の
常
用
労
働

者
の
月
給

TUBUYAKI

京都府知事選挙
３月24日（木） 告　示

４月10日（日） 投開票

４
月
10
日
投
開
票
で
行
わ
れ
る
京
都
府
知
事
選
挙
に
梶
川
議
長
が
立
候
補

を
決
意
し
、
２
月
10
日
に
記
者
会
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

民
主
府
政
の
会
や
つ
な
ぐ
京
都
に
集
う
市
民
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
熟
考

を
重
ね
、「
知
事
を
交
代
し
、
府
政
集
団
の
底
力
を
発
揮
す
る
先
頭
に
立
と

う
」
と
決
意
し
た
梶
川
議
長
で
す
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、
府
民
の
い
の
ち
・
暮
ら
し
が
脅
か
さ
れ
て
い
る

今
、
ト
コ
ト
ン
府
民
に
寄
り
添
い
、
私
た
ち
の
願
い
が
実
現
で
き
る
府
政
実

現
へ
、
全
力
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

し
た
「
梶
川
府
政 

重
点
プ
ラ

ン
」
を
発
表
。
プ
ラ
ン
は
、
①

「
公
共
の
力
で
、
い
の
ち
を
守

り
育
む
」
と
し
て
、
保
健
所
や

土
木
事
務
所
を
地
域
に
再
開
、

医
療
費
・
教
育
費
の
無
償
化
へ

記
者
会
見
で
梶
川
議
長
は
、

「
府
民
と
と
も
に
」
―
―
人
も

環
境
も
か
が
や
く
京
都
へ
と
題

の
流
れ
を
つ
く
る
な
ど
、
②

「
府
が
発
注
す
る
仕
事
で
、
時

給
１
５
０
０
円
以
上
と
安
定
雇

用
、
地
域
経
済
を
潤
す
」
と
し

て
、
学
校
給
食
か
ら
地
産
地
消

を
、
奨
学
金
返
済
支
援
、
消
費

京都府知事選挙に梶川議長が、「医療現場
や公衆衛生現場、エッセンシャルワークにご
奮闘いただいているすべての皆さんに、心か
ら敬意を申し上げ、皆さんの奮闘に報いるに
は、政治の責任があるとの思いから、立候補
を決意」されました。
長引くコロナ禍で、「賃金が激減した」「シ

フトが減らされて、生活できない」「解雇さ
れた」など府民の暮らし・雇用・生業は危機
的状況です。貧困と格差社会の歪み、その解
決の役割を担う労働組合と、そのローカルセ
ンターである京都総評の議長が立候補するこ
とは、極めて大きな意義があります。
今の府政は、北陸新幹線延伸など大型開発

によって府民生活と府の財政を破綻させよう

としています。コロナ対策も国や大阪府の動
向を見守り、追従するだけ。保健所の統廃合
などで公共の役割を投げ捨てる。労働者・中
小企業等に対しては、生産性の向上重視で、
優しさのある救いの手は差し伸べない。こん
な府政は、変えなければなりません。
京都総評は、現場の声を力に、中小企業支

援の抜本強化を通じた賃上げで暮らしと地域
の再生への提案をまとめました。また、生活
実態調査（最低生計費試算調査）で、普通の
暮らしには時給1,500円以上が必要であるこ
とを明らかにし、最賃引き上げを求めてきま
した。さらに、食材プロジェクトなどで人々
の困難に寄り添い、国や自治体への要請を幾
重にも行ってきました。その取り組みは、昨

年の労働者所得の引き上げと中小企業支援な
どを盛り込んだ「京都府議会意見書」と「京
都府最低賃金審議会の答申」に結実しまし
た。その運動の先頭に立ってきたのが梶川議
長です。また、原発ゼロや戦争法廃止などの
取り組みでも、見識と豊富な経験、幅広いネ
ットワークを生かして、共同の輪を広げる役
割を梶川議長は果たしてきました。
梶川議長は、現知事に対する最高・最強の

挑戦者です。京都総評の「最強のカード」を
切っての知事選挙です。
「暮らしの身近なところへ府政を」。一人

ひとりの組合員が、我がこととして選挙に立
ち上がるたたかいを創り出しましょう。みな
さんの大奮闘を心より呼びかけます。

げ
、
女
性
副
知
事
実
現
、
声
な

き
声
を
知
事
室
へ
。
現
場
第

一
、
暮
ら
し
の
身
近
な
と
こ
ろ

へ
府
政
を
。と
強
調
し
ま
し
た
。

「身近なところに府政を」我がこととして選挙に立ち上がろう 事務局長　柳生 剛志

税
減
税
な
ど
の
声
を
国

に
届
け
る
な
ど
、
③

「
原
発
は
止
め
て
、
な

く
す
、
府
民
を
守
る
た

め
に
国
に
対
し
て
も
行

動
す
る
」
と
し
て
、
米

軍
基
地
を
な
く
す
な

ど
、
④
「
環
境
破
壊
を

や
め
て
、
持
続
可
能
な

京
都
を
つ
く
る
」
と
し

て
、
北
陸
新
幹
線
延
伸

計
画
ス
ト
ッ
プ
、
公
共

事
業
は
住
民
と
と
も
に

な
ど
、
の
４
点
を
か
か

常
に
要
求
運
動
の
先
頭
に

多くの市民とともに記者会見

決意を語る
梶川議長　

「
府
民
と
と
も
に
」―
人
も
環
境
も
か
が
や
く
京
都
へ

梶
川
議
長
が
立
候
補
表
明

4
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暮
ら
し
の
身
近
な

と
こ
ろ
へ
府
政
を

憲
法
を
暮
ら
し
に
生
か
す

府
政
は
私
の
仕
事

梶
川
議
長
は
出
馬
の
決
意
を

語
る
中
で
、
①
命
綱
の
公
共
を

よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
、
②
格

差
社
会
の
犠
牲
を
つ
く
ら
ず
、

地
域
経
済
の
主
役
、
働
く
者
や

中
小
企
業
・
小
事
業
者
を
支
え

る
府
政
を
つ
く
る
こ
と
、
③
原

発
再
稼
働
に
反
対
し
、
な
く
す

先
頭
に
知
事
が
立
つ
、
④
北
陸

新
幹
線
延
伸
計
画
に
反
対
す

る
。
環
境
破
壊
の
巨
大
風
力
発

電
や
北
山
エ
リ
ア
計
画
な
ど
住

民
の
合
意
な
き
大
型
開
発
は
ま

ず
ス
ト
ッ
プ
し
て
、
や
り
な
お

す
、
と
い
う
４
つ
の
重
大
な
課

題
と
挑
戦
を
表
明
し
ま
し
た
。

好
き
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
「『
一
人
の
仕
方
な
い
』
か

ら
『
み
ん
な
で
変
え
る
』」。
憲

法
を
暮
ら
し
に
生
か
す
府
政
は

私
の
仕
事
だ
と
決
意
を
新
た

に
、「
峠
の
向
こ
う
の
春
」
を

呼
び
込
む
決
意
で
出
馬
す
る
と

力
強
く
表
明
し
ま
し
た
。

総
評
と
し
て
推
薦
を
決

定
、み
ん
な
で
奮
闘
を

立
候
補
の
記
者
会
見
を
前

に
、
梶
川
議
長
の
決
意
を
受
け

て
２
月
８
日
の
常
任
幹
事
会
で

推
薦
を
決
定
し
、
知
事
選
勝
利

へ
全
力
を
あ
げ
る
決
意
を
固
め

合
い
ま
し
た
。

22
春
闘
と
同
時
に
た
た
か
わ

れ
る
京
都
府
知
事
選
挙
は
、
私

た
ち
の
要
求
・
願
い
を
実
現
す

る
た
た
か
い
で
す
。

京
都
総
評
は
、
京
都
府
知
事

選
挙
に
む
け
た
「
京
都
総
評
の

要
求
と
提
言
」（
裏
面
に
紹
介
）

を
先
日
の
単
産
・
地
域
代
表
者

会
議
で
確
認
し
ま
し
た
。「
要
求

と
提
言
」は
、国
の
悪
政
に
追
従

し
、
大
型
開
発
に
活
路
を
見
い

だ
し
、
生
産
性
向
上
の
み
に
光

を
あ
て
て
優
勝
劣
敗
で
事
業
者

・
労
働
者
を
淘
汰
す
る
よ
う
な

今
の
府
政
か
ら
、
府
民
の
暮
ら

し
に
直
結
す
る
地
域
循
環
型
経

済
を
ベ
ー
ス
に
し
た
府
政
に
転

換
す
る
こ
と
を
求
め
、
私
た
ち

の
要
求
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

単
産
・
地
域
の
要
求
と
「
京

都
総
評
の
要
求
と
提
言
」
が
実

現
で
き
る
府
政
を
め
ざ
し
て
、

梶
川
知
事
誕
生
へ
全
力
を
あ
げ

ま
し
ょ
う
。
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私たちの願いを実現したいAM

今の府政は「子育て環境日本一」を
掲げていますが、実態はかけ離れてい
ます。少人数教育は学級編成としては
国並み、中学校給食の喫食率は全国ワ
ースト２位、合計特殊出生率は年々減
り続け全国ワースト４位です。今、子
育て支援を拡充する自治体が注目され
ています。子育て世代の人口増加に伴
い税収もアップしています。大規模開
発に予算をつぎ込む府政から、子育て
支援とどの世代にもやさしい府政への
転換が必要です。「医療費・教育費の
無償化への流れ」を具体化し、真の
「子育てするなら京都」・子どもと教
職員が安心して通える学校とお金の心
配なく教育を受けられる社会の実現を
めざしましょう。� 書記長　星 琢磨

新型コロナウイルスの感染拡大で、
保育園の休園や学童保育・児童館の休
館が相次いでおり、ケア労働の重要性
が再認識されています。
岸田政権は、ケア労働者の賃上げ施
策をすすめていますが、対象の事業が
限定されているなど、極めて不十分な
内容です。
コロナ禍の深刻な影響が広がる下
で、政権に忖度する官僚出身知事で
は、府民のいのちや暮らしを守る事は
できません。住民の福祉を最優先に考
え、国にきっぱり意見を言える知事が
今こそ必要です。
ケア労働者の処遇改善と大幅増員を
要求に掲げて、民主府政実現へ力を尽
くす決意です。� 委員長　大西 謙

「救えるいのちが救えないのがつらい」「いつ医療事故が起き
るかわからない、夜勤に入るのが怖い」「職員の子どもがコロ
ナで自宅待機になっても『休んでいいよ』と言えない」「家族
を遊びにも連れていけない」など、コロナ禍で府民のいのちと
健康を守るために、自分を犠牲にして職場に向かっています。
耐えられなくなって職場を離れていく仲間もたくさん見てきま
した。こんな医療現場の状況に手を差し伸べるのが、京都府の
役割ではないでしょうか。その役割は十分に果たされていませ
ん。ナイチンゲールの言葉、「犠牲なき献身こそ真の奉仕」の
実践を京都府に求めます。� 書記長　坂田 政春

労働者苦難の争議の場には必ずと言って言いぐらい梶川候補
は北部地域の朝宣伝参加も含め、指導・援助をしていただき争
議労働者・家族には展望、支援する地元地労協の仲間を鼓舞し
ていただきました。
今、北部は大型風力発電計画、米軍基地、老朽原発再稼働

等、豊かな自然が破壊されようとしています。中丹勤労者福祉
会館廃止など府民の環境・暮らし破壊と声を聴かない府政の矛
盾が表れているのが北部地域です。
梶川知事実現で、環境・暮らしの破壊から「かがやく北部地

域」をめざし奮闘します。� 議長　奥井 正美

梶川議長が知事選挙への立候補を発表しました。
知事選挙にむけて、今の京都府政の問題点や京都

府政に求めるもの、そして梶川知事誕生への決意な
どが６つの組織から寄せられました。

要求を掲げ、その実現めざして知事選挙に取り組
みましょう。

国交省出身知事が推進する大型開発
は、地元の建設職人にとって多少の“お
こぼれ”はあっても一時的なもので、
莫大な利益は大手ゼネコンの東京・大
阪本社に吸い上げられます。大手が儲
かっても現場の賃金が上がらないこと
を私たちは散々経験してきました。む
しろ、“おこぼれ”の後には、地域経済
の疲弊、まちこわし、環境破壊という
大きな害悪がもたらされ、自治体財政
の悪化でいのちや暮らしを守る予算が
削られます。府民のいのちと暮らし、地
域の経済、自然環境を守る府政でこ
そ、若者が希望を持てる持続可能な建
設産業の展望が開けます。現場で働く
ものに本気で心を寄せられる梶川憲さ
んを知事に！� 書記長　酒井 仁巳

府職労連は、この間の商店街調査や
食料支援プロジェクトの取り組みで、
自治体職員が府民のもとに足を運び、
声を直接聞くことの大切さと、声を施
策に活かすことが自治体労働者の本来
の在るべき姿であると実感しました。
職場では、業務量増と人員不足が常
態化し、職場の負担は増えています。
京都府は、「子育て環境日本一」を掲
げていますが、子育てや介護と仕事の
両立が困難であり、改善が求められま
す。府民的には、合計特殊出生率が低
いという実態からも、安心して子育て
できる施策の実現が急務です。
女性も男性も働きやすい職場づくり
を併せて取り組んでいきたいと思いま
す。� 書記次長　海藤 巳希子

真の「子育てするなら
京都」を

京
教
組

医療現場に手を差し伸べる京都府を医 労 連

「かがやく北部地域」めざして
福 知 山
地 労 協

ケア労働者の処遇
改善と大幅増員を

福
保
労

若者が希望を持てる持続
可能な建設産業めざして

京
建
労

府民のもとに足を運び、
声を施策に活かす府政を

府
職
労
連

府
独
自
に
実
施
す
る

・
全
員
制
の
中
学
校
給
食
を
実
施
で

き
る
よ
う
、
市
町
村
を
支
援
す
る

・
老
人
医
療
費
助
成
制
度
（
マ
ル

老
）
の
負
担
割
合
を
１
割
に
戻
す

こ
と
な
ど
高
齢
者
福
祉
の
拡
充
を

す
す
め
る 

な
ど

・
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
制
度
を

さ
ら
に
改
善
し
、
す
べ
て
の
子
ど

も
を
対
象
と
し
た
、
医
療
費
無
料

化
を
早
期
に
実
施
す
る

・「
20
人
学
級
」
を
展
望
し
、
教
職

員
を
増
や
し
て
少
人
数
学
級
を
実

現
で
き
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
、

Ⅳ  

労
働
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

社
会
へ

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
日
本
経

済
・
社
会
の
脆
弱
性
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
に
よ
る
時
短
営

業
・
休
業
に
よ
る
シ
フ
ト
減
・
雇
い

止
め
が
横
行
し
、
世
帯
の
主
た
る
生

計
維
持
者
の
収
入
が
絶
た
れ
る
こ
と

で
家
族
全
体
が
危
機
的
な
生
活
実
態

に
追
い
込
ま
れ
る
事
例
が
各
地
で
生

ま
れ
て
お
り
、
食
材
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
は
、
食
材
を
求
め
て
多
く
の

府
民
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

事
業
者
も
再
起
を
目
指
し
て
、
必

死
に
努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、
生
産

性
の
向
上
に
特
化
し
、
新
た
な
投
資

を
条
件
と
し
た
自
治
体
の
支
援
に
よ

っ
て
、
事
業
の
将
来
に
展
望
が
持
て

１
． 

い
の
ち
を
ま
も
る
施
策
の
強
化

・
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
し
な
が
ら

経
済
活
動
を
す
す
め
る
体
制
整
備

を
行
う
こ
と
。
対
策
が
必
要
な
と

こ
ろ
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
「
い
つ
で

も
、
誰
で
も
、
何
度
で
も
」
無
料

で
受
け
ら
れ
る
体
制
整
備

・
国
に
対
し
て
医
療
機
関
・
介
護
施

設
に
対
す
る
財
政
支
援
策
を
求
め

る
こ
と
と
同
時
に
、
府
独
自
の
支

援
制
度
の
創
設
。
差
別
・
風
評
被

害
対
策
の
強
化 

な
ど

２
． 
一
人
の
労
働
者
も
路
頭
に
迷
わ

せ
な
い　

〜
雇
用
と
暮
ら
し
を

ま
も
り
ぬ
く
〜

・
コ
ロ
ナ
感
染
の
下
で
の
府
内
の
雇

用
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

京
都
府
知
事
選
挙
に
む
け
て
、
京
都
総
評
と
し
て
の

「
要
求
・
提
言
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
実
現
め
ざ
し

て
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
す
。

「
要
求
と
提
言
」
の
骨
子
を
紹
介
し
ま
す
。

「
応
援
金
」
等
の
対
象
を
コ
ロ
ナ

禍
で
減
収
し
た
府
内
事
業
者
す
べ

て
に
広
げ
、
金
額
も
増
額
す
る 

・
大
企
業
に
対
し
て
地
元
中
小
企
業

に
仕
事
を
回
す
よ
う
府
と
し
て
強

く
要
請
す
る 

な
ど

よ
う
に

・
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
へ
の
積
極

的
支
援
に
よ
る
定
住
者
の
増
加
を

目
指
し
て
、
子
育
て
し
や
す
い
労

働
・
職
場
環
境
づ
く
り
と
と
も
に
、

家
賃
補
助
な
ど
固
定
費
や
医
療
・

福
祉
・
教
育
へ
の
補
助
お
よ
び
、

就
学
と
地
元
へ
の
就
労
支
援
で
、

労
働
力
で
も
好
循
環
を
つ
く
る

５
． 

学
生
・
若
者
が
京
都
で
働
き
、

定
着
す
る
た
め
に

・
給
付
制
奨
学
金
制
度
の
新
設
お
よ

び
、
現
役
労
働
者
を
含
む
有
利
子

奨
学
金
の
返
済
へ
の
直
接
支
援
な

ど
を
創
設
す
る 

な
ど

６
．
労
働
者
政
策
の
充
実
を

・
中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館
・
城
南
勤

労
者
福
祉
会
館
の
廃
館
方
針
を
撤

回
し
、改
修
を
す
す
め
る 

な
ど

７
． 

人
間
ら
し
く
快
適
に
働
け
る
職

場
を
地
域
に

・
府
の
非
正
規
職
員
の
正
規
化
や
安

定
雇
用
と
暮
ら
せ
る
賃
金
の
確
保

な
ど
、
使
用
者
と
し
て
の
府
が
模

範
を
示
し
、
人
間
ら
し
く
快
適
に

働
け
る
職
場
を
地
域
に
つ
く
る
役

割
を
果
た
す 

な
ど

１
． 

公
的
な
仕
事
に
賃
上
げ
と
良
質

な
雇
用
を

・
公
的
な
仕
事
や
そ
の
契
約
先
で
働

く
労
働
者
の
賃
金
を
底
上
げ
し
、

良
質
な
雇
用
を
創
出
す
る
。
そ
の

た
め
に
賃
金
条
項
を
設
け
た
公
契

約
条
例
を
制
定
し
、
府
が
発
注
・

契
約
す
る
事
業
に
携
わ
る
労
働
者

の
賃
金
底
上
げ
を
は
か
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
波
及
効
果
を
生
み
出

し
、
府
全
体
の
賃
金
底
上
げ
を
は

か
る 

な
ど

２
．
賃
金
の
引
上
げ
に
向
け
て

・
最
賃
改
善
に
伴
う
中
小
企
業
へ
の

助
成
策
に
つ
い
て
、
府
独
自
に
人

件
費
を
直
接
的
に
支
援
す
る
制
度

を
創
設
す
る

・
医
療
・
福
祉
・
介
護
現
場
の
人
材

確
保
・
定
着
の
た
め
に
、
診
療
報

酬
及
び
介
護
保
険
制
度
、
国
の
処

遇
改
善
施
策
と
は
別
に
、
府
と
し

て
処
遇
改
善
を
目
的
と
し
た
交
付

金
な
ど
を
創
設
す
る 

な
ど

３
． 

地
産
地
消
を
誘
発
す
る
た
め
に

・「
中
小
企
業
・
地
域
振
興
基
本
条

例
」
を
制
定 

な
ど

４
． 

労
働
者
も
地
域
で
循
環
で
き
る

給
付
金
、
家
賃
支
援
給
付
金
の
再

支
給
を
国
に
求
め
る
。
府
独
自
の

ず
、
廃
業
す
る
業
者
が
増
え
て
い
ま

す
。
今
こ
そ
コ
ロ
ナ
禍
の
ダ
メ
ー
ジ

を
補
填
し
、
事
業
を
継
続
で
き
る
た

め
の
真
水
の
支
援
が
急
が
れ
ま
す
。

同
時
に
、
冷
え
込
ん
だ
個
人
消
費
を

回
復
さ
せ
る
本
格
的
な
経
済
対
策
が

必
要
で
す
。

国
の
悪
政
に
追
従
し
、
北
陸
新
幹

線
・
北
山
エ
リ
ア
再
開
発
な
ど
の
大

型
開
発
に
活
路
を
見
い
だ
し
、
生
産

性
向
上
に
の
み
光
を
あ
て
、
優
勝
劣

敗
で
事
業
者
・
労
働
者
を
淘
汰
す
る

よ
う
な
府
政
か
ら
、
府
民
の
暮
ら
し

に
直
結
す
る
地
域
循
環
型
経
済
を
ベ

ー
ス
に
し
た
府
政
に
転
換
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

雇
用
を
守
り
、
安
定
し
た
雇
用
を

増
や
す
た
め
の
施
策
を
強
め
る

・
労
働
局
等
関
係
機
関
と
の
連
携
を

い
っ
そ
う
深
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
に

乗
じ
た
解
雇
・
雇
い
止
め
が
行
わ

れ
な
い
よ
う
指
導
の
徹
底
及
び
経

済
団
体
へ
の
要
請

・
非
正
規
労
働
者
・
女
性
労
働
者
・

青
年
・
学
生
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で

生
活
困
窮
と
な
っ
て
い
る
府
民
に

対
し
て
、
必
要
な
生
活
救
援
・
支

援 

な
ど

３
． 

中
小
企
業
を
一
つ
も
つ
ぶ
さ
な

い
こ
と
が
経
済
対
策　

〜
真
水

の
支
援
を
〜

・
コ
ロ
ナ
禍
で
営
業
危
機
に
あ
る
す

べ
て
の
中
小
企
業
に
対
し
持
続
化

４
月
の
京
都
府
知
事
選
挙
に
む
け
た

「
京
都
総
評
の
要
求
と
提
言
」（
案
）

Ⅰ  

地
域
循
環
型
経
済
を
ベ
ー
ス
に
し
た

府
政
に
転
換
を

Ⅱ  

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
府
民
の
い
の
ち
と 

暮
ら
し
を
守
る
対
策
の
抜
本
強
化
を

Ⅲ   

賃
金
底
上
げ
と
８
時
間
働
け
ば
普
通

に
暮
ら
せ
る
社
会
へ　

 

〜
持
続
可
能
な
地
域
循
環
型
経
済
の
実
現

政府 ！こ
ん
な� に


